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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

１２月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）
一般質問一般質問

こ
こ
が

聞
き
た
い
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欧
州
各
国
で
は
、
早
い
時
期
か

ら
予
防
原
則
の
重
要
性
が
着
目

さ
れ
て
い
る
。

　
国
と
自
治
体
が
、
人
の
健
康
、
環
境

を
保
護
す
る
た
め
基
本
原
則
と
し
て
、

政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
沖
洋
上
風
力
発
電
に
予
防
原
則

を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

予
防
原
則
を
極
端
に
拡
大
適
用

す
る
こ
と
で
、
科
学
的
証
明
が

な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
対
し
て
制
裁
、

罰
則
、
コ
ス
ト
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
、

社
会
の
基
本
的
な
原
則
に
反
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。

　
市
と
し
て
は
、
他
の
事
業
活
動
と
同

様
に
、
再
エ
ネ
関
連
事
業
に
つ
い
て
も

法
令
の
遵
守
や
最
新
の
知
見
を
持
っ
て

安
全
対
策
な
ど
を
行
う
よ
う
に
、
事
業

者
に
要
請
し
て
い
く
。

6P 今野英元（社会民主党）

１．「議員発案第４号由利本荘市風力発電施
設に係る影響調査に関する条例案に関す
る意見」について

２．由利本荘市五役会議及び五役・部長・総
合支所長会議について 

一般質問一般質問

今野英元
（社会民主党）

問答 本
市
沖
巨
大
洋
上
風
力
発
電
に

予
防
原
則
の
理
念
を

　
　
　
　
　
　
　適
用
す
べ
き

本
市
で
は
毎
月
３
〜
４
回
、
こ

れ
ら
の
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
度
は
３７
回
、
本
年
度
は
１０
月
末
ま

で
３２
回
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
会
議
は
、
内
閣
で
い
え
ば
閣
議
、

株
式
会
社
で
い
え
ば
取
締
役
会
に
当
た

る
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
議
題
、決
定
事
項
、

議
事
録
は
存
在
す
る
の
か
。

五
役
会
議
は
、
情
報
を
共
有
す

る
た
め
、
週
１
回
程
度
、
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
議
事
録
は
作
成
し

て
い
な
い
。

　
五
役
・
部
長
・
総
合
支
所
長
会
議
は
、

各
部
局
の
行
事
、
事
業
の
進
捗
状
況
の

情
報
共
有
の
た
め
開
催
し
て
お
り
、
議

事
録
は
作
成
し
て
い
な
い
。
会
議
の
位

置
付
け
は
、
ど
ち
ら
の
会
議
も
特
に
な

い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域

へ
貢
献
で
き
る
点
は
。

公
募
期
間
中
で
あ
り
具
体
的
な

言
及
は
控
え
る
が
、
各
事
業
者

へ
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
ロ
ー
カ

ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
雇
用

を
含
め
た
地
域
産
業
の
活
性
化
と
経
済

波
及
効
果
の
最
大
化
、
観
光
案
内
や
環

境
教
育
の
充
実
に
備
え
、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
有
し
た
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

問答

学
校
で
の
ご
み
の
学
習
で
環
境

へ
の
理
解
を
深
め
て
は
。

各
校
で
「
処
理
の
仕
組
み
」
や

「
再
利
用
」
に
つ
い
て
見
学
や

調
査
し
、
衛
生
的
な
処
理
や
資
源
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

　
各
校
に
お
い
て
は
副
読
本
な
ど
を
活

用
し
、
地
域
の
理
解
を
深
め
処
理
施
設

の
見
学
や
担
当
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
通
し
て
、「
新
た
な
ご
み
処
理
施

設
建
設
の
必
要
性
」
を
知
る
な
ど
、
市

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め

て
い
る
。

問答

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

　
　
　
　積
極
的
な
関
与
を

森
林
資
源
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

削
減
へ
の
市
の
対
応
は
。

市
の
人
工
林
は
３
万
９
千
㌶
。

こ
の
分
に
か
か
る
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
は
、
環
境
省
公
表
値
で
７
万
６

千
㌧
、
２
万
１
千
世
帯
分
。
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
も
検
討
し
、
森
林
資
源
の

価
値
の
向
上
を
図
り
、
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う

森
林
施
策
を
推
進
す
る
。

問答

高橋信雄
（高志会）

問答 本
市
五
役
会
議
、

五
役
・
部
長
・
総
合
支
所
長

　
　
　
　
　会
議
の
議
事
録

7P 阿部十全（無所属）

１．風力発電について 
２．地価変動について
３．鳥海ダム建設について
４．除雪について
５．障がい者支援について 

10P 正木修一（無所属）

１．空き家の現状と対策について
２．空き家バンクの活用について
３．２０２１年に向けた農業施策について
４．クマ生息域拡大に伴う対策について
５．コロナ禍での救急業務のリスク管理に

ついて
６．コロナ禍での修学旅行の受入について

9P 高野吉孝（市民創風）

１．任期満了に伴う市長選出馬の意向について
２．新型コロナウイルス感染症について 
３．都市計画道路の考えについて 
４．公文書館の整備について
５．松涛団地整備計画について
６．新山小・本荘北中学校の改築・改修事業

について

9P  湊　貴信（高志会）

１．ワーケーションの推進について
２．企業誘致について
３．新型コロナウイルス感染症対策について
４．第三セクターについて
５．交通弱者への対応について
６．ＧＩＧＡスクール構想について
７．いじめについて

8P 長沼久利（高志会）

１．コロナ後を見据えた本市の方向性につ
いて 

２．地域コミュニティーの再生について 
３．光通信整備事業について 
４．空き家対策について 
５．東由利地場産業センター活性化について

7P 高橋信雄（高志会）

１．カーボンニュートラルと市の施策につい
て 

２．農業問題について
３．観光協会の法人化について
４．由利高原鉄道の利用促進について
５．災害時の避難所に「お寺を」の考えは
６．ダムツーリズムについて 

8P 佐々木茂（市民創風）

１．コロナ禍での低所得ひとり親世帯について
２．ヤングケアラー条例化
３．ハザードマップの降雨諸元
４．市道の管理と安全通行
５．人・農地プランの実質化について
６．野生動物との共存
７．いじめと不登校
８．道徳教育のあり方
９．コロナ禍での奨学資金

建
設
予
定
で
あ
る
洋
上
風
車
の

二
酸
化
炭
素
削
減
量
は
ど
れ
く

ら
い
か
。削

減
量
は
日
本
全
体
の
０
・
０９
％

で
、
世
界
全
体
の
削
減
量
に
占

め
る
割
合
は
ご
く
僅
か
な
も
の
と
な

る
。 問答

安
全
面
に
つ
い
て
、
見
切
り
発

車
で
は
な
い
か
。

国
や
県
、
漁
業
関
係
者
、
事
業

者
な
ど
と
情
報
共
有
を
し
な
が

ら
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
た
事
業
と

な
る
よ
う
、
事
業
者
に
地
域
へ
の
説
明

も
求
め
る
。

問答 風
力
発
電
に
つ
い
て

除
雪
さ
れ
る
雪
の
汚
れ
を
調
査

し
、
大
雪
の
場
合
な
ど
、
河
川

や
海
へ
の
排
雪
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

排
雪
さ
れ
た
雪
に
は
多
様
な
ゴ

ミ
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
環
境

保
全
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。

　
ま
た
、
河
川
を
管
理
す
る
国
と
県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
排
雪
に
よ
り
河
道

の
閉
塞
や
管
理
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
る
。

　
海
洋
投
棄
に
つ
い
て
は
利
用
船
舶
へ

の
影
響
や
、
現
状
の
港
湾
施
設
で
は
運

搬
車
両
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
許
可
は
難
し
い
と
伺
っ
て
い

る
。 問答 除

雪
に
つ
い
て

「
親
亡
き
後
」
残
さ
れ
た
障
が

い
者
の
支
援
、
地
域
生
活
支
援

拠
点
の
現
状
は
。

障
が
い
者
に
関
す
る
窓
口
で
の

相
談
や
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
調
整
に
難
航
す
る
場
合
も
あ
る
が
、

本
人
や
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

問答 障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

阿部十全
（無所属）

こ
こ
が

聞
き
た
い

洋上風力発電設備の規模
（８千ｋｗクラスの例）

全高 約220m

市指定雪捨場（本荘マリーナ）

二酸化炭素を吸収する森林

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
体
制
の
強
化
に
努

め
て
い
く
。
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欧
州
各
国
で
は
、
早
い
時
期
か

ら
予
防
原
則
の
重
要
性
が
着
目

さ
れ
て
い
る
。

　
国
と
自
治
体
が
、
人
の
健
康
、
環
境

を
保
護
す
る
た
め
基
本
原
則
と
し
て
、

政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
沖
洋
上
風
力
発
電
に
予
防
原
則

を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

予
防
原
則
を
極
端
に
拡
大
適
用

す
る
こ
と
で
、
科
学
的
証
明
が

な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
対
し
て
制
裁
、

罰
則
、
コ
ス
ト
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
、

社
会
の
基
本
的
な
原
則
に
反
す
る
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。

　
市
と
し
て
は
、
他
の
事
業
活
動
と
同

様
に
、
再
エ
ネ
関
連
事
業
に
つ
い
て
も

法
令
の
遵
守
や
最
新
の
知
見
を
持
っ
て

安
全
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な
ど
を
行
う
よ
う
に
、
事
業
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に
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て
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く
。

6P 今野英元（社会民主党）

１．「議員発案第４号由利本荘市風力発電施
設に係る影響調査に関する条例案に関す
る意見」について

２．由利本荘市五役会議及び五役・部長・総
合支所長会議について 

一般質問一般質問

今野英元
（社会民主党）

問答 本
市
沖
巨
大
洋
上
風
力
発
電
に

予
防
原
則
の
理
念
を

　
　
　
　
　
　
　適
用
す
べ
き

本
市
で
は
毎
月
３
〜
４
回
、
こ

れ
ら
の
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
度
は
３７
回
、
本
年
度
は
１０
月
末
ま

で
３２
回
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
会
議
は
、
内
閣
で
い
え
ば
閣
議
、

株
式
会
社
で
い
え
ば
取
締
役
会
に
当
た

る
。
こ
れ
ま
で
の
主
な
議
題
、決
定
事
項
、

議
事
録
は
存
在
す
る
の
か
。

五
役
会
議
は
、
情
報
を
共
有
す

る
た
め
、
週
１
回
程
度
、
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
議
事
録
は
作
成
し

て
い
な
い
。

　
五
役
・
部
長
・
総
合
支
所
長
会
議
は
、

各
部
局
の
行
事
、
事
業
の
進
捗
状
況
の

情
報
共
有
の
た
め
開
催
し
て
お
り
、
議

事
録
は
作
成
し
て
い
な
い
。
会
議
の
位

置
付
け
は
、
ど
ち
ら
の
会
議
も
特
に
な

い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域

へ
貢
献
で
き
る
点
は
。

公
募
期
間
中
で
あ
り
具
体
的
な

言
及
は
控
え
る
が
、
各
事
業
者

へ
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
ロ
ー
カ

ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
雇
用

を
含
め
た
地
域
産
業
の
活
性
化
と
経
済

波
及
効
果
の
最
大
化
、
観
光
案
内
や
環

境
教
育
の
充
実
に
備
え
、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
有
し
た
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

問答

学
校
で
の
ご
み
の
学
習
で
環
境

へ
の
理
解
を
深
め
て
は
。

各
校
で
「
処
理
の
仕
組
み
」
や

「
再
利
用
」
に
つ
い
て
見
学
や

調
査
し
、
衛
生
的
な
処
理
や
資
源
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

　
各
校
に
お
い
て
は
副
読
本
な
ど
を
活

用
し
、
地
域
の
理
解
を
深
め
処
理
施
設

の
見
学
や
担
当
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
通
し
て
、「
新
た
な
ご
み
処
理
施

設
建
設
の
必
要
性
」
を
知
る
な
ど
、
市

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め

て
い
る
。

問答

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

　
　
　
　積
極
的
な
関
与
を

森
林
資
源
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

削
減
へ
の
市
の
対
応
は
。

市
の
人
工
林
は
３
万
９
千
㌶
。

こ
の
分
に
か
か
る
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
は
、
環
境
省
公
表
値
で
７
万
６

千
㌧
、
２
万
１
千
世
帯
分
。
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
も
検
討
し
、
森
林
資
源
の

価
値
の
向
上
を
図
り
、
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う

森
林
施
策
を
推
進
す
る
。
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問答 本
市
五
役
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議
、

五
役
・
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・
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支
所
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　会
議
の
議
事
録
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５．障がい者支援について 
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１．空き家の現状と対策について
２．空き家バンクの活用について
３．２０２１年に向けた農業施策について
４．クマ生息域拡大に伴う対策について
５．コロナ禍での救急業務のリスク管理に

ついて
６．コロナ禍での修学旅行の受入について

9P 高野吉孝（市民創風）

１．任期満了に伴う市長選出馬の意向について
２．新型コロナウイルス感染症について 
３．都市計画道路の考えについて 
４．公文書館の整備について
５．松涛団地整備計画について
６．新山小・本荘北中学校の改築・改修事業

について

9P  湊　貴信（高志会）

１．ワーケーションの推進について
２．企業誘致について
３．新型コロナウイルス感染症対策について
４．第三セクターについて
５．交通弱者への対応について
６．ＧＩＧＡスクール構想について
７．いじめについて

8P 長沼久利（高志会）

１．コロナ後を見据えた本市の方向性につ
いて 

２．地域コミュニティーの再生について 
３．光通信整備事業について 
４．空き家対策について 
５．東由利地場産業センター活性化について

7P 高橋信雄（高志会）

１．カーボンニュートラルと市の施策につい
て 

２．農業問題について
３．観光協会の法人化について
４．由利高原鉄道の利用促進について
５．災害時の避難所に「お寺を」の考えは
６．ダムツーリズムについて 

8P 佐々木茂（市民創風）

１．コロナ禍での低所得ひとり親世帯について
２．ヤングケアラー条例化
３．ハザードマップの降雨諸元
４．市道の管理と安全通行
５．人・農地プランの実質化について
６．野生動物との共存
７．いじめと不登校
８．道徳教育のあり方
９．コロナ禍での奨学資金

建
設
予
定
で
あ
る
洋
上
風
車
の

二
酸
化
炭
素
削
減
量
は
ど
れ
く

ら
い
か
。削

減
量
は
日
本
全
体
の
０
・
０９
％

で
、
世
界
全
体
の
削
減
量
に
占

め
る
割
合
は
ご
く
僅
か
な
も
の
と
な

る
。 問答

安
全
面
に
つ
い
て
、
見
切
り
発

車
で
は
な
い
か
。

国
や
県
、
漁
業
関
係
者
、
事
業

者
な
ど
と
情
報
共
有
を
し
な
が

ら
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
た
事
業
と

な
る
よ
う
、
事
業
者
に
地
域
へ
の
説
明

も
求
め
る
。

問答 風
力
発
電
に
つ
い
て

除
雪
さ
れ
る
雪
の
汚
れ
を
調
査

し
、
大
雪
の
場
合
な
ど
、
河
川

や
海
へ
の
排
雪
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

排
雪
さ
れ
た
雪
に
は
多
様
な
ゴ

ミ
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
環
境

保
全
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。

　
ま
た
、
河
川
を
管
理
す
る
国
と
県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
排
雪
に
よ
り
河
道

の
閉
塞
や
管
理
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
る
。

　
海
洋
投
棄
に
つ
い
て
は
利
用
船
舶
へ

の
影
響
や
、
現
状
の
港
湾
施
設
で
は
運

搬
車
両
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
許
可
は
難
し
い
と
伺
っ
て
い

る
。 問答 除

雪
に
つ
い
て

「
親
亡
き
後
」
残
さ
れ
た
障
が

い
者
の
支
援
、
地
域
生
活
支
援

拠
点
の
現
状
は
。

障
が
い
者
に
関
す
る
窓
口
で
の

相
談
や
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
調
整
に
難
航
す
る
場
合
も
あ
る
が
、

本
人
や
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

問答 障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

阿部十全
（無所属）

こ
こ
が

聞
き
た
い

洋上風力発電設備の規模
（８千ｋｗクラスの例）

全高 約220m

市指定雪捨場（本荘マリーナ）

二酸化炭素を吸収する森林

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
体
制
の
強
化
に
努

め
て
い
く
。
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長沼久利
（高志会）

コ
ロ
ナ
後
の
財
政
計
画
の
見
通

し
は
。

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

事
業
は
83
事
業
・
約
１
１
０
億

５
４
０
０
万
円
で
、
約
95
％
は
国
・
県

補
助
な
ど
で
あ
る
。
残
り
は
財
政
調
整

基
金
か
ら
３
億
３
千
万
円
繰
り
入
れ
、
同

基
金
残
高
は
約
25
億
４
千
万
円
で
あ
る
。

　
来
年
度
は
地
方
税
と
地
方
交
付
税
の

減
収
は
約
14
億
円
と
見
込
み
、
行
政
改

革
を
進
め
財
源
確
保
に
努
め
る
。

来
年
度
の
財
源
確
保
は

　
　
　
　
　
　
　大
丈
夫
か

問答

光
フ
ァ
イ
バ
整
備
に
よ
る
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
事
業
民
間
移
行
の
課
題
は
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
Ｉ
Ｐ
告

知
端
末
設
置
事
業
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
廃
止
。
テ
レ

ビ
事
業
は
、
コ
ス
ト
削
減
や
専
門
的
職

員
の
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
在
、

株
式
会
社
秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
連

携
協
定
を
締
結
し
て
協
議
中
で
あ
る
。

高
度
無
線
環
境
整
備

　
　
　
　
　推
進
事
業
か
ら

問答

情
報
提
供
や
空
き
家
バ
ン
ク
の

活
用
な
ど
で
、
特
定
空
き
家
な

ど
の
増
加
の
抑
制
に
一
定
の
成
果
は
で

て
い
る
。
解
体
助
成
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
解
体
費
の
一
部
助
成
制

度
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

答

「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
実
行

性
と
空
家
等
解
体
撤
去
へ
の
助

成
は
。

不
安
解
消
の
空
き
家
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

問

現
在
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
へ
の
テ

ナ
ン
ト
誘
致
を
交
渉
中
で
あ
る
。

条
例
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
地
域
住
民

交
流
の
場
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

今
後
の
「
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

ぷ
れ
っ
そ
」
の
見
通
し
は
。

地
域
住
民
の
活
性
化
拠
点
の

　
　
　
　
　
　
　方
向
性
は

問

現
在
作
成
中
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
平
成
２７
年
の
水
防
法
の

改
正
に
よ
り
、
４８
時
間
雨
量
を
子
吉
川

流
域
で
２
２
７
・
５
㍉
㍍
を
３
３
０
㍉

㍍
に
、
芋
川
流
域
で
は
２４
時
間
雨
量
で

１
９
０
㍉
㍍
を
、
４８
時
間
雨
量
で
３
３

０
㍉
㍍
に
変
更
す
る
。

  

ま
た
、
マ
ッ
プ
の
縮
尺
は
、
５
万
分

の
１
で
市
内
全
域
を
６
分
割
し
て
い
た
も

の
を
２
万
分
の
１
に
し
て
、
５２
分
割
と
細

分
化
し
、
今
ま
で
よ
り
も
大
き
く
見
や

す
い
も
の
に
し
、
自
宅
周
辺
の
避
難
場

所
や
避
難
経
路
を
分
か
り
や
す
く
す
る
。

答

地
球
温
暖
化
に
よ
り
想
定
外
の

規
模
の
豪
雨
が
頻
発
し
て
お
り

本
市
で
は
設
定
降
雨
量
を
ど
の
く
ら
い

に
す
る
考
え
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

　降
雨
量
は
想
定
さ
れ
る

　
　
　最
大
規
模
で
検
討
を

問

本
市
で
は
、
既
に
実
質
化
し
て

い
る
６７
区
域
と
、
実
質
化
し
て

い
な
い
７
区
域
の
計
７３
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

　
実
質
化
し
て
い
な
い
区
域
で
は
、
担

い
手
農
家
を
中
心
に
話
し
合
い
を
進
め

て
お
り
、
令
和
３
年
の
３
月
ま
で
に
決

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、

担
い
手
へ
農
地
の
集
積
を
推
進
し
、
中
・

小
規
模
農
家
な
ど
の
多
様
な
担
い
手
が
、

農
業
経
営
を
継
続
で
き
る
よ
う
独
自
の

農
家
支
援
に
努
め
る
。

答

地
域
の
農
業
・
農
地
を
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
、
守
る
た
め
に
本

人
・
農
地
プ
ラ
ン
実
質
化
の

　
　
　
　
　着
実
な
推
進
を

問

道
徳
は
特
別
の
教
科
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
、
道
徳
科
と
呼
ば
れ
、

全
学
年
が
週
に
１
時
間
、
年
間
３５
時
間

以
上
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
多
い
と
こ
ろ

で
は
４０
時
間
授
業
し
て
い
る
。

　
授
業
で
は
、
い
じ
め
な
ど
の
道
徳
的

な
課
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
捉
え
て
、

じ
っ
く
り
と
考
え
た
り
、
友
達
と
の
議

論
を
通
し
て
多
様
な
感
じ
方
や
、
考
え

方
に
触
れ
た
り
し
て
、
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
の
基
盤
と
な
る
「
道
徳
性
」
を

養
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

答

道
徳
が
教
科
化
さ
れ
た
が
、
全

学
年
か
。
ま
た
、
週
に
何
時
間

の
授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

小
中
学
校
で
の
道
徳
教
育
を

　
　
　
　実
効
あ
る
も
の
に

問

佐々木茂
（市民創風）

第三セクターに係る調査特別委員会報告と市への提言

　第三セクターに係る調査特別委員会は、令和２年６月３０日の臨時議会において設置され、「株式

会社岩城」「株式会社大内町交流センター」「株式会社黄桜の里」「株式会社フォレスタ鳥海」「株

式会社ほっといん鳥海」「株式会社鳥海高原ユースパーク」「にしめ物産株式会社」の７社を対象とし、

「第三セクターの自主性を最大限引き出す」をテーマに調査活動を行ってきました。

　１２月１８日に本会議での委員長報告、特別委員会から議長への報告、市に対して提言書の送付を

行いました。市に対しては、早急に対応を検討し、実施出来ることからスピード感を持って政策、予

算へ反映して、市民の信頼回復に努めるよう提言しており、市議会としては今後も第三セクターに係

る市の取り組みを注視して参ります。

　※　第三セクターに係る調査特別委員会の調査に基づく提言書はホームページに掲載しております。

市
で
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

※請願第３号：市道新荘軽井沢線中「下沢内地内」の災害危険防止対策としての道路改良工事についての請願

※三浦秀雄議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

社
民
党

公
明
党

無
所
属

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市　民　創　風
会派・
議員名

議案

不 採 択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

正
木

　修
一

岡
見

　善
人

阿
部

　十
全

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

佐
々
木
慶
治

佐
藤

　
　勇

佐
々
木

　茂

高
野

　吉
孝

大
関

　嘉
一

三
浦

　
　晃

渡
部

　
　功

渡
部

　聖
一

吉
田

　朋
子

三
浦

　秀
雄

高
橋

　信
雄

髙
橋

　和
子

小
松

　浩
一

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

伊
藤

　文
治

湊

　
　貴
信

伊
藤

　順
男

請願第３号 １６８× × × × × × × × × ― × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ×

○：賛成　×：反対　欠：欠席

永年にわたり地方自治

の振興に貢献されたと

して、11月6日に秋田

県知事より表彰状を

授与されました。

秋田県地方自治
功労者表彰

伊藤  順男 議員

10月29日に市内ホテ

ルにて、地方自治の振

興に尽力された功績

を称え顕彰されまし

た。

市功労者顕彰

髙橋  和子 議員

特別委員会から議長への報告 市へ提言書の送付
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10月臨時会・12月定例会10月臨時会・12月定例会 請願・陳情結果

採　　択

○陳情第７号

　国民の命と健康を守るため安全・安心の医療・介護

　の実現を国に求める意見書提出についての陳情

秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　石川　洋基

○陳情第９号

　新型コロナウイルス感染症を教訓に感染症対策を含

　めた地域医療構想へ見直しすることを国に求める意

　見書提出についての陳情

秋田県社会保障推進協議会　会長　佐藤　幸美

不　採　択

○請願第３号

　市道新荘軽井沢線中「下沢内地内」の災害危険防

　止対策としての道路改良工事についての請願

上新荘部落　総代人　佐藤　均

紹介議員　佐藤　勇

○陳情第１１号

　地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する陳情

秋田県たばこ販売協議会　       　　　　　会長　畠山　彦義

秋田県たばこ耕作組合　　　　　　　　　　組合長　加藤　義康

　秋田県たばこ友の会   　　　　　　　         会長　宮崎　正樹

秋田県飲食業生活衛生同業組合　理事長　齊藤　育雄

○継続審査中の陳情第２号

　公立学校に１年単位の変形労働時間制を導入する

　条例制定に反対する意見書提出についての陳情

秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川　洋基

秋田県労働組合総連合　　　議長　加賀屋俊悦

趣旨採択

○陳情第８号

　新型コロナ対策を強化し安心して介護を継続でき

　るようにするために介護施策の改善を国に求める

　意見書提出についての陳情

　秋田県社会保障推進協議会　会長　佐藤　幸美

意
見
書
提
出

陳情
第７号

委員会発案
第５号

陳情
第９号

委員会発案
第６号

内閣総理大臣、総務大臣
財務大臣、厚生労働大臣

衆議院議長、参議院議長
内閣総理大臣、財務大臣
厚生労働大臣

関
係
人
口
を
増
や
し
、
都
会
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
交
流
を

深
め
ら
れ
、
新
た
な
事
業
創
出
や
、
地

方
創
生
事
業
に
つ
な
げ
る
機
会
を
得
る

た
め
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
を
進

め
る
べ
き
と
思
う
が
。

本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
や
、
レ

ジ
ャ
ー
環
境
を
売
り
込
み
な
が

ら
、
宿
泊
施
設
と
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
を
組
み
合
わ
せ
、
関
係
部
署
が
連
携

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

問答 行
政
の
縦
割
り
を
超
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　推
進
を

環
境
省
は
「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

を
寒
冷
地
東
北
へ
」
と
の
方
針

を
打
ち
出
し
た
。
本
市
の
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
整
理
し
、
積
極
的
に
売
り
込

む
べ
き
と
思
う
が
。

企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

観
点
か
ら
災
害
の
少
な
い
遠
隔

地
へ
の
移
転
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
は
冷
涼
な
気
候
な
ど
、
企
業
が

求
め
る
立
地
要
件
を
十
分
満
た
し
て
お

り
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
最
適
地
で
あ

り
、
積
極
的
に
働
き
か
け
た
い
。

問答 企
業
誘
致
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

　
　
　絞
っ
て
進
め
る
べ
き

市
民
が
求
め
る
足
の
確
保
の
た

め
、
全
国
で
進
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
自
治
体
に
よ
る
有
償
運
送
な
ど
地
域

交
通
を
参
考
に
、
そ
の
取
り
組
み
や
成

果
、
課
題
を
研
究
し
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
。

有
償
運
送
は
、「
交
通
空
白
地

有
償
運
送
」
と
言
わ
れ
、
近
隣

の
拠
点
と
な
る
交
通
結
節
点
ま
で
の
移

動
手
段
で
あ
る
。

　
利
用
者
が
少
な
く
、
移
動
範
囲
が
狭

い
場
合
は
、
利
用
者
を
登
録
制
と
し
て

時
間
や
ル
ー
ト
を
固
定
し
な
い
「
フ
ル

デ
マ
ン
ド
式
」
の
運
行
の
例
も
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
利
用
し
や
す
い
足
の

確
保
を
検
討
し
て
い
く
。

問答 足
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題

湊　貴信
（高志会）

１１
年
８
カ
月
を
振
り
返
り
市
長

の
所
感
と
４
期
目
へ
決
意
は
。

こ
れ
ま
で
の
公
約
は
、
議
員
各

位
と
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
市
政
の
先
頭

に
立
っ
て
、
由
利
本
荘
市
の
明
る
い
未

来
を
切
り
拓
く
た
め
、
次
の
市
長
選
挙

へ
の
出
馬
を
決
意
し
た
。

問答 任
期
満
了
に
伴
う

次
期
市
長
選
出
馬
の
意
向
は

市
内
経
済
や
雇
用
へ
の
影
響
は
。

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
大
き
い
業
種
１
事
業
者
に
付

き
２０
万
円
、
飲
食
業
は
３０
万
円
の
支
援

金
を
３
回
実
施
、
合
計
１
６
１
６
事
業

所
に
総
額
３
億
５
８
６
０
万
円
を
給
付

し
た
。

　
ま
た
、
融
資
額
５
０
０
万
円
ま
で
市

が
全
額
利
子
補
給
す
る
融
資
斡
旋
制
度

は
１１
月
２７
日
現
在
、
申
請
件
数
２
０
７

件
、
融
資
申
請
総
額
が
６
億
５
６
９
５

万
円
と
好
評
で
あ
る
。

問答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
町
交
差
点
か
ら
石
ノ
花
南
側

を
通
り
、
国
道
７
号
ま
で
の
新

道
路
計
画
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
状

況
は
。

由
利
本
荘
市
総
合
計
画
「
新
創
造

ビ
ジ
ョ
ン
」
後
期
計
画
で
予
備

設
計
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
整
備
に

伴
う
概
算
予
算
は
約
６０
憶
円
を
見
込
む
。

問答 石
脇
新
計
画
道
路

新
山
小
改
築
は
今
年
度
か
ら
一

部
解
体
工
事
を
開
始
し
、
令
和

７
年
度
末
に
完
成
。
本
荘
北
中
は
今
年

度
か
ら
令
和
３
年
末
ま
で
の
改
修
事
業

で
あ
り
、
両
校
の
距
離
が
近
く
、
合
わ

せ
て
千
名
を
超
え
る
児
童
生
徒
の
安
全

と
騒
音
対
策
は
万
全
か
。

新
山
小
の
工
事
は
、
児
童
の
活

動
範
囲
と
工
事
範
囲
を
、
高
さ

３
㍍
の
「
鋼
板
」

で
仕
切
り
、
遮

音
シ
ー
ト
を
貼

る
。
車
両
専
用

の
進
入
路
も
設

け
る
計
画
で
あ

る
。 問答 新

山
小
・
本
荘
北
中
の

　
　
　
　
　
　改
築
・
改
修

高野吉孝
（市民創風）

●国民健康保険税条例の一部改正
　地方税法の一部改正に伴い、負担軽減措置の適用
　に不利益が生じないよう、所得基準の判定に当たって
　調整を行うもの。
●保健センター条例の一部改正
　矢島、由利、大内、西目及び鳥海保健センターの用
　途廃止に伴い、名称及び位置の規定を改めるもの。
●市立学校設置条例の一部改正
　小友小学校と石沢小学校が令和３年４月に統合さ
　れ、石沢小学校を閉校することに伴うもの。
●都市公園条例の一部改正
　西目カントリーパークサッカー場の人工芝化改修事
　業の完成に伴い、使用区分及び使用料の額を改め
　るもの。

条例関係（主なもの）

◆本荘北中学校大規模改修工事請負変更契約の締結
　校舎の長寿命化を図るため校舎外壁面のクラック
　補修箇所の大幅な増加のため変更契約するもの。
　契約金額：４億９３１２万３４００円
　変更金額：　　１０７７万３４００円の増
　契約の相手方：村岡・長田・塚本特定建設工事共
　　　　　　　　同企業体
　　　　　　　　代表者　村岡建設工業株式会社
                  　  　　　 　代表取締役　村岡　兼幸
◆物品（学校情報機器）購入契約の締結
　市内小中学校の生徒一人に１台のタブレット端末を
　配置するため４１０５台を購入するもの。
　契約金額：２億７４４５万円
　契約の相手方：株式会社スダキ商事

　　　　　　　　 　 代表取締役　須田　晏正

契 約 案 件

●継続審査中の議員発案第４号　　
　「由利本荘市風力発電施設に係る影響調査に関す
　る条例の制定について」は事件撤回請求により取
　り下げとなった。

撤 　 　 回

　令和２年１２月１８日付けで「一身上の都合」により、
湊貴信議員から辞職願が提出され、同日付で辞職を
許可することが決定された。
　これにより市議会の議員数は欠員２の２４人となり
会派「高志会」の所属議員が、１２人から１１人へ変更
となった。

議員の辞職許可

可決

可決

　
現
状
で
は
、
雇
用
情
勢
が
悪
化
し
て

い
る
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

新山小学校の完成予想図
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ここが聞きたい
一 般 質 問

整備後 整備前

消防署の再編

問 　どのような提言内容か。

答 　矢島消防署を分署とする組織の改編であ

るが、矢島消防署は市の南側の拠点となって

おり、分署とした場合も人員は現状を維持し、

他の分署とは違う規模の大きな分署（拠点

分署）とする内容である。

　消防力検討委員会より２消防署を１消防署体
制とする提言が出されました。 総

携帯電話エリア整備事業

問 　いつからサービスが開始されるのか。

答 　１２月中の市の竣工検査を経て、通信事業

者であるＫＤＤＩが、手続き中の通信回線開

通後、令和３年３月に東由利新沢地区と鳥海

平ノ沢地区、令和３年４月に鳥海村木地区の

サービスが開始される予定。

　整備中の３地区の工事が完成しました。 総

平
成
２８
年
２
月
末
の
デ
ー
タ
公

表
か
ら
４
年
経
過
し
て
の
、
空

き
家
・
特
定
空
き
家
と
疑
わ
れ
る
空
き

家
の
推
移
は
。

令
和
２
年
４
月
末
で
、
空
き
家

等
総
数
が
１
４
９
６
件
と
な
っ

て
お
り
２
９
６
件
の
減
少
、
特
定
空
き

家
に
は
４６
件
が
認
定
さ
れ
、
解
体
な
ど

に
よ
り
現
在
は
３６
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
、
空
き
家
等
の
一
斉
調
査
を

し
て
い
く
。

問答

朽
ち
た
危
険
な
空
き
家
に
は
、

市
の
積
極
的
な
介
入
も
必
要
と

考
え
る
が
。

人
命
や
財
産
に
被
害
が
及
ぶ
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
危
険

除
去
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
一
定

の
条
件
を
満
た
し
た
空
き
家
等
に
対

し
、
解
体
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

を
予
定
し
て
い
る
。

問答 空
き
家
の
現
状
と

　
　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て

在
庫
の
増
加
に
よ
り
、「
生
産

の
目
安
」
が
大
き
く
減
少
と
な

る
が
、
他
作
目
へ
の
転
換
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
と
考
え
る
が
。

飼
料
用
米
な
ど
の
水
田
活
用
米

穀
や
、
高
収
益
作
物
へ
の
転
換

誘
導
に
努
め
な
が
ら
生
産
性
向
上
を
図

る
取
り
組
み
に
支
援
し
て
い
く
。

問答 ２
０
２
１
年
産
米「
生
産
の
目
安
」

が
減
少
と
な
る
が
対
応
策
は

正木修一
（無所属）

農地・農業用施設小災害支援
事業　　

問 　事業内容は。

答 　農地・農業用施設の復旧事業に対して県単

独事業として行う農地・農業用施設小災害支

援事業費補助金をそれぞれ追加。

　７月２７日からの大雨により被災した農地・農
業用施設の復旧事業に対して補助します。 産

「ふるさとさくら基金」積立金
追加

問 　ふるさと納税の増加の主因は。

答 　従来のｗｅｂサイト「ふるさとチョイス」「楽

天ふるさと納税」の伸びに加え、新たに第３

のサイト「ふるなび」が６月１９日より開設に

なったことや、返礼品のバリエーションが増え

たことにより、寄付額が伸びてきている。

　ふるさとさくら基金費寄付金が追加されます。

産

秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税

を
活
用
し
た
、
緩
衝
帯
等
整
備

事
業
の
整
備
箇
所
数
と
効
果
は
。

こ
れ
ま
で
２９
カ
所
整
備
し
、
整
備

面
積
は
約
２６
㌶
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
と
ク
マ
の
突
発
的
な
遭
遇
が
避
け

ら
れ
、
離
れ
た
場
所
か
ら
ク
マ
を
発
見

で
き
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。
今
後
も

出
没
情
報
が
多
い
箇
所
を
中
心
に
、
事

業
を
推
進
し
て
い
く
。

問答 ク
マ
生
息
域
拡
大
に
対
策
は

災害防止対策の早急な
工事実施の請願

　市道新荘軽井沢線中「下沢内地内」の道路改
良工事の請願を審査しました。 建

請願
内容

　災害危険防止対策としての道路改良工事

を早急に実施してほしい。

審査
状況

　矢島地域の新荘字下沢内地内における災
害防止対策工事を求める請願に対し、これ
までの経緯や現場調査を踏まえた討論にお
いて賛否さまざまな意見が出た。
　「地域住民の不安を取り除くためにも採択
すべきである」「気持ちは十分理解できる
ものの他地域でも同様な要望があり、市全
体のバランスをとり優先順位を付けた対応
が必要」「公平性を保ちつつも地域要望へ
は最大限の配慮が必要」などの意見があっ
た。採決の結果、可否同数のため委員長
裁決により不採択と決定。

西目カントリーパークサッカー場
人工芝化改修工事完成

問 　使用料はどうなるのか。

答 　条例上では、市内在住者の利用は１時間当

たり２２００円となる。但し、市の減額免除団

体及び小中高の部活動で使用する場合は、半

額の１１００円である。年末年始のみが休みで、

積雪時以外は使用可能なので、多くの関係者

に使用を呼びかける。

令和３年３月１日から使用可能となる予定です。

教

議会改革のひとつとして、
      タブレット端末を導入しました。

　由利本荘市議会は、ペーパーレス化による紙のコスト削減や、事務

作業の軽減および市民への迅速な情報提供などを目的にタブレット

端末を導入しました。「ペーパーレス会議システム」として、１２月定

例会での試験運用を経て３月定例会からの本格運用を実施します。

　端末の導入にあたっては、議員４人で構成するＩＴ化推進幹事会を

発足させ、先進自治体への視察や、システム運用方針（端末機使用

基準）の策定、各社によるデモンストレーションの開催を行うなど、

推進に向けて取り組んできました。

　利活用のシーンとしては、①議会本会議  ②各常任委員会  ③議員全員協議会  ④事務局および会派等の

情報伝達  ⑤市民と語る会などでの意見交換  ⑥災害時の迅速な情報共有  ⑦各種政務活動などがあげら

れます。

　今定例会から試験運用を始め、本会議ならびに各常任委員会では問題なく運用できることを確認でき、

加えてデジタル化への有効性も実感できました。

　利用に当たっては使用基準を定め、各議員から利用料を徴収することで、議員個々の活動にも有効利用

することを可能としました。

　今後は、議会での活用はもとより、市民との意見交換会など市民サービス向上に向けての利活用が期待

されます。

議 会

タブレット

導 入

人工芝で新装成った西目サッカー場

分署化が検討されている矢島消防署

１１日
１７日
２０日
２７日
２９日
３０日

２日
３日
１０日
１９日
２０日
２４日

１５日
１６日
１７日

あゆの森公園オープニングセレモニー
市民まつりオープニングセレモニー
各期成同盟会等要望活動（秋田市）
社会福祉協議会功労者表彰式
功労者顕彰式
各期成同盟会等要望活動（市内・秋田市）

商工会会員大会
石沢小学校閉校記念式典
各期成同盟会等要望活動（仙台市）
秋田県市議会議長会臨時会（秋田市）
新過疎法制定実現総決起大会・定期総会（東京都）
羽越本線高速化シンポジウム

鳥海ダム仮排水トンネル仮締切工事安全祈願祭
地域農業再生協議会総会
鳥海高原矢島スキー場開き

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

１０月 １１月 １２月

8,950円
（3件）

15,384円
（3件）

0円
（0件）

30,000円
（1件）

30,000円
（1件）

10,000円
（1件）

議長交際費議長交際費

市議会カレンダー
● ３月定例会の予定 ●

１／３１ ２／１ ２ ３ ４ ６

１３ １３ １３

１４

７

１６ １７ １８ １９ ２０

２１

２８

２３

１１１０８ １２

２７

６５４

７ １３

１４ １５ １６ １７ １９１８ ２０

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は２／１５～３／９ ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２か月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、由利本荘市ホームペ
ージから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

１０月

１１月

１２月

１１月

１２月

１０月

議会報編集特別委員会
第三セクターに係る調査特別委員会
議会報編集特別委員会
議会運営委員会
臨時会
総務常任委員会協議会
第三セクターに係る調査特別委員会現地調査
会派代表者会議

風力発電に係る幹事会企画研修会
会派代表者会議
第三セクターに係る調査特別委員会
議会運営委員会
第三セクターに係る調査特別委員会
本会議（開会）
令和３年度予算に対する各会派提言

本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
議会運営委員会
本会議（一般質問）
議会全員協議会
委員会（議案審査）～１１日
議会運営委員会
本会議（閉会）
会派代表者会議
議会報編集特別委員会

１日
６日
９日

１５日

２０日
２８日

５日
１２日
１７日
２４日

３０日

７日
８日
９日

１０日
１８日

２４日
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議会日誌議会日誌

日

   ２月５日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です １２

９
本会議

（閉会）

２
常任

委員会

３
常任

委員会

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業経済常任委員会 建 … 建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

１５

本会議
（一般質問）

５

12 

月

定

例

会

（１０／１～１２／３１）

　令和２年１２月定例会を１１月３０日から１２月１８日までの１９日間の会期で開催しました。

　市提出案件は３０件で、専決処分報告１件を承認し、条例関係、令和２年度補正予算、などを審議し、

原案のとおり可決したほか、請願１件を不採択、継続審査中の陳情を含む陳情５件のうち２件を採択、１件

を趣旨採択、２件を不採択としました。

　また、継続審査中のものを含む議員発案２件のうち１件を原案のとおり可決、１件は撤回承認とし、委

員会発案（意見書提出）２件を原案のとおり可決しております。

　なお、１０月１５日に臨時会を開催し、市提出案件の補正予算１件、契約締結２件を原案のとおり可決し

ております。

新型コロナウイルス感染症検査
助成事業

問 　どのような条件の方が検査を受けられる

か。

答 　６５歳以上の高齢者や※基礎疾患を有する

方が希望すれば、休日応急診療所敷地内で県

からの巡回車が検体を採取し、４～５日後に検

査結果が通知される。令和３年３月までの予定

で、巡回日は市の健康管理課にお問い合わせ

を。自己負担は９７００円である。

※基礎疾患…慢性閉塞性肺疾患、慢性腎臓病、糖尿病、
　　　　　　高血圧など

　一定の高齢者などが本人の希望により有償で
検査が受けられます。 教

市の帰国者・接触者外来の
一時休止

問 　検査体制はどう変わったのか。

答 　発熱の症状があり、新型コロナウイルス感
染の疑いがある方は、まず、かかりつけ医な
どに電話で相談する。その後は医師の指示で
感染症の検査や診療が受けられる病院へ行く
ことになる。一時休止は当面の措置で、再開
時期は未定である。

　発熱などの症状のある方の診療・検査体制が
変わりました。

教
市議会からのお願い

　新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、傍聴の際には手指消毒、

マスクの着用、体温の計測について

ご協力ください。

３／１

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

２２ ２４ ２５ ２６
乗り［逢い］交通事業の実施

問 　どこからどこまで運行するのか。

答 　今町・東新山町・上ノ山・長老沼の地域

住民で、「石脇新山乗合タクシー」利用者会

に会員登録した方が自宅からマックスバリュ本

荘中央店まで利用できる。運行日は火曜・木

曜の週２日で１～４便の運行２時間前までの完

全予約制で運賃は片道４００円となる。

　「石脇新山乗合タクシー」を令和３年１月５日
から試験運行として実施します。 総

市道百宅線付替道路事業

問 　この債務負担行為の主な工事内容は。

答 　２３億円の債務負担行為は、令和２年～９
年で設定するものであり、その内容は、延長
５３７０㍍、道路幅員７㍍、橋梁６カ所、トンネ
ル４カ所を整備する事業への市負担金である。
　現在の工事では、前田建設の現場事務所は
旧直根保育園、一般作業員の宿泊所を旧直根
小学校のグラウンドとする予定である。
　この債務負担行為とは別に、今年度は４号
橋の下部工事として４工事の契約を締結し、
子吉川を切り回しする転流工の工事について
は、地元由利本荘市の業者２社、にかほ市の
業者１社が受注している。

　令和２年度から令和９年度までに２３億円の
債務負担行為を設定しました。 建

１２月定例会
１０月臨時会

議論の中からピックアップ


